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[［Ｅ]今日ゼルロー人の鴛柏よ主に機能顔品蘭発型。孤呪をB指しｋものヒ. 瞰紳司題

食糧勺題なと･に㈲逓しT/ドグマ入左中心と｡し仁侭紀ダ達df> られ-z い% irヽこれらの両発研

孔に伴-7 マセルロース（横迄、物性に基礎l.ゐいﾌﾋ研乾かヽ唐々晏求され-? c･-zいs.．とこ

うか天然笥レロース。場合､元

万ある。そ: 乙ヽ'我nはごレロース。高次昧浪と調ヤうrこめ分｝内＆Znヽダa-向・湘亙作用に

フい月々討しT 尹r=.分回は特に加工改賢こも重零な因子7ヽヽ冴%分子運動I- フいz , 概則

激電琉(T仏壇胤ヵ､5瀕討びトre -^T宍報告に｡面向隔'S, 5^"電知云靭A^の糸柳ｋ掛生

におい７、ぼぴこ逝傍･こ折れ曲りか認められたの７丁SC ・刃』筑豊度策姻呑-2)～200'dし≒

｢Ｆｎ　セlしロ　又試料と|しヱ△'t裕瓦積電極向距離に:頑雫なIヽりレワ状に雙形しr tいえ

材赳私^ . ラ・中でもHiレローヌ､。分与鎖に対しヱ予行方向と垂直方句･･TSC怜陰か広軌

で?･ さよう配向姓のよし＼材いｙソガ材ｔ遠乙匹原料試料か^紀晶化度等副司酒浚のめ

(T)を選ひヽ吐し矢験ヽと行っT-. げなげ≒ゆ。雰脂気､＝あ寸う｛ト20叱岡のTsrスヘ･クト/し包

昇糸速をA｝変ﾚえなir' 5満定しｎご万。[亘亙]　ｚ:。:。C､- 7 の存在か認め5れ, その方向

は六一n し？｀電^t漆方伺に生じヽ吃分極T'あること■? 示しr=。/3 ^ｸ心肺と一隻やし冰･－

リニグ湿及Tp £25,50､100,200tとレた場合、2り・乙近傍ゆ生じ% びご

ろのに対レヤ乙近働こ生cうに・－クほびーク徴良より涌ごTpの場台r: IS生ひ･る川原l∂北ざ

は粁威す%現象包示L r=。一方緩火]昨郎こ圈しZ (3:両と･－n ヒ帽川o^程及め長い値と示レ

仁。こ奴らの現札にっいフゼ|しロー7＼ ・分乱熟加廊力ヽ５検討レ報告・%予庭ユあろ。

B 116　　天然セバレD - 又の物屹　　〔v〕　-膨潤ヒつぃて―

　　　　　日本官大家政　　　O加瀬貪子　高壊雅ﾇｴ　町中(* 5 子

( 目的）夭然セ. Iレロースの膨潤過牲・時間的推移に35ヽ(t 5マクロ構造及ロミ？口構造の襲

化につ$ 。定屹的に明らおにしを点､1* 、fin回報告し■fe とこ3Z,布'% 。-^なわち、mom潤

糧・乾燥過程力経時的多化を小角散乱で攻ﾝあ、風乾後2時間､ニ変-ft,めい･ターンを得ること

かヽT･･?た。これらの実験I*. 浸漬時間1t Z時闇ヒu -J行琢った。今la) I*. ぎり短い浸順時

間z-も同一l＼･ターンを得られる ■tT.とrうぉ1調々ふれあ, *験を行－。た。含だ. それヒEl

時に. 風乾時の小角散乱/＼° ターンに対応ヽ岑s含永素を定量的､ニ求あた. ？いニ、張カヒ#

る浸漬の結果cr> If ターンへc*影響の有嘸Iニフいて屯名周ぺヽだ。これらの実験I*、天然^ Iレロ

~スと.HzO この関係を解明すS t め(こ試お仁* のZ･ある。（方法）麻を所定時間賑0 （覧

達で）ヒ浸漬さXL. 膨潤を行路、た。それ■& , Posr■t;。n，SensTtりe.　匹。pOV,-ti"。na.1　C。w、

t＆v　　（p. s. p. C／）装置を接続さttだ×線小角散iiしとχ線広角散乱装置I- ＝リ測定した。

含水率に･7 いX I* ,同一条件下の試料を用しヽ、〉く線ふ角散乱測定及wヽ含水辛測定を行ない、

含水車と小角散乱/f タ―ンとOT､関係を求め犯。張力I*.一軸ｲ中長χ線用A--. Iレrーを用い、

張ナロ､変化によ5×線小角散乱測定を行rx 、r=. （結果）ﾄ-ko に浸漬しii條の風乾状略t.

小角散乱装置-aヽ測定I , 時間。経過とと* こ. 含水率の蛮化につれげタ-ンに変化か現れ

i こビび認幼5 れだ。一方. 各ぴ■9 －>'Zヽ。･含水幸包同時に測定寸■%ここにぷこり、/＼"タ-

ンの回鴇強度と二含水幸の関係w求めsオ、臥乾過程Tヽ。含水幸を走量的･こ解所有!> z とが

可能に路、た。岑仁、浸順時間にっい-? は, W分ﾇ晏積、I 時闇浸漬などでも、2.時間浸漬

ヒ同一/･？？―ンを示寄ことが確認｡でさ仁。以上の結-fit つき. 評細ニ報告オ1予定・痢5.


